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令和４年度松伏町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 

第１回会議議事録 

会 議 名 称 
令和４年度松伏町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 

第１回会議 

開 催 日 時 
令和４年８月２３日（火） 

午前１０時３０分から１１時１５分 

出 席 者 

【審議会委員】 

松伏町商工会会長（審議会会長）：小島 朗 

埼玉県東部地域振興センター所長（審議会副会長）：坂田 直人 

埼玉りそな銀行越谷支店支店長：井上 隆行 

越谷公共職業安定所所長：赤羽 章 

株式会社埼玉新聞社クロスメディア局局長：小林 義治 

公募委員：今井 新吉 

公募委員：山﨑 純佳 

特定非営利活動法人親子サポートぽっぽ 相談員：佐藤 裕美 

 

【松伏町】 

町長：鈴木 勝 

庁内推進本部会議委員長（副町長）：鈴木 寛 

庁内推進本部会議副委員長（企画財政課長）：立沢 昌秀 

企画財政課主幹：小野澤 智昭 

企画財政課主任：平良 敏行 

企画財政課主任主事：渡邊 大輔 

欠 席 者 大正大学地域構想研究所事務部部長：佐藤 和彦 

議 題 

１．会長・副会長の選出 

２．町長からの諮問 

３．松伏町まち・ひと・しごと創生総合戦略（第３期）及び松伏町第６次総合振

興計画について 

議事録作成者 企画財政課総合政策担当 主任主事 渡邊 大輔 

諮 問 町長からの諮問 

配 布 資 料 

・会議資料 

・別添資料① 諮問書 

・別添資料② 今後のスケジュール 

・資料１ 第２期松伏町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

・資料２ 第２期松伏町まち・ひと・しごと創生総合戦略（概要版） 

・資料３ 松伏町第５次総合振興計画後期基本計画（概要版） 
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議 事 

発言者 発言内容・決定事項 

議題１ 会長・副会長の選出 

町長 ・松伏町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会条例の規定に基づいて、会長・

副会長の選出を行い、会長には松伏町商工会会長の小島委員、副会長には東部

地域振興センター所長の坂田委員が就任した。 

議題２ 町長からの諮問 

町長 ・松伏町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会条例の規定に基づいて、町長か

ら小島会長に対して、第３期松伏町まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に

ついて諮問を行った。 

※別添「諮問書」参照 

議題３ 松伏町まち・ひと・しごと創生総合戦略（第３期）及び松伏町第６次総合振興計画について 

事務局 （会議資料に基づいて事務局から説明。） 

・資料４ページ「①総合振興計画と総合戦略の関係」について、総合振興計画は、

町政を計画的に進めるために将来における町のあるべき姿と方向性などを定

めたものである。 

・総合振興計画は、町が目指す将来像とそれを実現するための長期的な指針とし

て、将来人口やまちづくりの目標、土地利用の構想を定めた「基本構想」、その

基本構想に定めた将来像を実現するための分野ごとの基本方針や目標を個別

に示した「基本計画」、そして基本計画で示された施策を実現するための行動

計画である「実施計画」の３層で構成されている。 

・現在の総合振興計画のまちづくりの目標について、７つのまちづくりの目標に

合わせて、「人口増を目指す戦略」と「定住化を進める戦略」の２つの重点戦略

を取り入れて進めている。 

・次に総合戦略の概要について、総合戦略とは、「まち・ひと・しごと創生法」に

基づき策定されるもので、地域経済の活性化や地方における雇用の創出等の地

方創生等を実現するため、進めるべき施策や事業を示すものとして策定したも

のである。 

・松伏町では、①「生活の柱となる働く場の提供」や、②「町や人がつながる魅

力づくり」などの４つの基本目標を定め、それに応じた数値目標や重要業績評

価指数の「ＫＰＩ」を設定している。 

・「総合戦略」は、上位計画である「総合振興計画」との整合を図りつつ策定して

いるため、内容的には総合振興計画と重複する部分がある。 

・そのため、計画の方向性や取り組み内容の整合性の向上、読み手の理解のしや

すさ、事業の進捗管理の効率化などの観点から、総合振興計画と一体化する自

治体が増えてきている。近隣の自治体では、越谷市や三郷市、八潮市、埼玉県

全域では主に、さいたま市や狭山市、入間市、戸田市など、令和になって新た

に策定した自治体の多くが一体化する動きがみられる。 
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・資料５ページ「②総合戦略と総合振興計画の一体化について」、松伏町では、２

０１４年度（平成２６年度）に策定した「第５次総合振興計画」に基づきまち

づくりを進めているが、この計画が２０２３年度（令和５年度）で終了するこ

とから、「第６次総合振興計画」の策定に現在着手している。 

・そこで、４ページで説明した理由から、上位計画である総合振興計画の策定に

合わせて、「第２期総合戦略」の計画期間を１年間短縮し、「第３期総合戦略」

と「第６次総合振興計画」を一体的に策定することを検討している。 

・具体的には、総合振興計画の一番最後の章に「総合戦略」を掲載し、定めた目

標や施策、事業などを掲載する予定である。 

・前半の総合振興計画で記載した事業や取り組みに「番号」を付与しておき、総

合戦略に掲載する事業や取り組みなどがそれと合致する場合には、総合振興計

画で付与した番号を総合戦略の事業にも付与し、相互にリンクさせることを考

えており、総合振興計画と総合戦略の双方が、読み手にとって理解がしやすい

計画づくりを検討していく。 

・５ページ下図について、図の一番上にある「松伏町人口ビジョン」は、松伏町

の人口の現況把握や将来予測などを行い、人口について町民と認識を共有する

とともに、今後目指すべき将来の方向性と人口の将来展望に関して、長期的な

方向性を示すものである。２０１５年度（平成２７年度）を基準とし、２０６

０年度（令和４２年度）を目標年としている。 

・現在の総合戦略の策定時である２０２０年度（令和２年度）に１度改訂を行っ

ており、今回策定する新たな総合戦略についても改訂を検討している。 

・改訂内容としては、主に時点修正を行う予定であり、加えて、現在集計中であ

る町民意識調査や転出者アンケート、転入アンケートなどの調査結果の反映を

行う。 

・第５次総合振興計画の終期である２０２３年度（令和５年度）に合わせて、第

２期総合戦略の計画期間を１年間短縮し、２０２４年度（令和６年度）から第

３期総合戦略と第６次総合振興計画を一体的に策定したいと考えている。 

・次に６ページについて、第６次総合振興計画の策定にあたり、大きく２つの指

針を定めている。 

・一つ目は「町民本位の計画づくり」。多様化する町民ニーズに対応したまちづ

くりを進めていくためには、町民参加による、町民と行政との協働による計画

策定を行っていくという考え方である。具体的には、町民意識調査の実施によ

り、様々な世代の意見を収集し、町民意見を的確に反映させた計画づくりに努

めていきたいと考えている。また、町民懇話会及びパブリックコメントの実施

により、計画策定過程において、町民意見の聴取にも努めていきたいと考えて

いる。 

・二つ目の指針が「実効性のある計画づくり」。まちづくりの重点課題を明確に

し、第６次総合振興計画において優先的・重点的に取り組むべき施策を絞り込

み、実効性のある計画づくりに努めていきたいと考えている。具体的には、第

５次総合振興計画の進捗状況や現状課題を抽出するとともに、急速に変化する
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社会潮流に的確に対応するため、時代のニーズに応じた計画づくりに努めてい

きたいと考えている。また、第６次総合振興計画策定においては、土地利用計

画と将来人口フレームは重要なテーマであるとともに、関連性の深いものであ

ると認識している。土地利用計画については、今後１０年間の将来像をどのよ

うに描くのか、長期的な視点に立ち、土地利用計画づくりに努めたいと考えて

いる。また、急速な人口減少が進むと想定される中、町の人口動態を的確に捉

え、国の人口動態の動向を十分把握した上で、将来人口設計を行っていきたい

と考えている。 

・次に資料８ページの構成と期間について、構成に関しては第５次総合振興計画

と同様、将来における町のあるべき姿と進むべき方向についての指針となる

「基本構想」、基本構想に定めた将来像を実現するために個別の施策を体系的

に示した「基本計画」、そして「基本計画で示された施策を実現するための行

動計画である「実施計画」、この３層構成で進めていきたいと考えている。 

・計画期間について、基本構想が令和６年度から令和１５年度までの１０年間、

基本計画は、前期・後期５年間ずつで、令和６度から令和１０年度までを前期

基本計画、令和１１年度から令和１５年度までを後期基本計画とし、実施計画

につきましては、計画期間を３年間とし、毎年度見直しをしていく予定である。 

・資料９ページ、策定体制について、松伏町総合振興計画審議会条例第２条の規

定に基づき、審議会を立ち上げる。なお、総合振興計画と総合戦略を一体的に

策定することを了承いただけるのであれば、第２回の会議からは総合振興計画

の審議会と総合戦略の審議会を合同で開催したいと考えている。 

・次に庁内の体制については、策定委員会と策定専門部会を設置し、検討を進め

ていく。策定専門部会は、資料に記載の３つの部会を設置する。各機関の役割

内容を図で表したものが９ページの下図であり、各部会と連携しながら進めて

いきたい。 

・資料１０ページ、３つの専門部会とそれぞれの役割分担については資料に記載

の通りである。 

会長 ・事務局より説明があったが、意見・質問はあるか。 

全委員 ・質問なし 

今後のスケジュールについて 

事務局 （資料②スケジュール表に基づいて事務局から説明。） 

・令和４年度は、松伏町第６次総合振興計画骨子の策定まで進めたいと考えてい

る。上半期においては、現行の第５次総合振興計画の評価を行い、町民意識調

査等の結果を踏まえ、課題の整理を行う。この結果をもとに、基本構想及び基

本計画の骨子を下半期で検討していく。 

・その上で、１０月には総合戦略の審議会と総合振興計画の審議会を合同で開催

したいと考えている。開催日が決定次第、開催通知を送付させていただく。 

・なお、総合振興計画の審議会と合同にて会議を開催するが、総合戦略審議会委

員に関しては、令和３年度の総合戦略の事業の進捗報告を行うため、総合振興

計画の審議会と少し時間をずらして開催したい。 
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・次に、１１月には町民意見を聴取するため、町民懇話会を実施したいと考えて

いる。開催については現状、コロナ渦であり、感染拡大している昨今の情勢を

踏まえ、進めていく。 

・続いて令和５年度は、９月にパブリックコメントの実施を想定しているため、

８月上旬までに、基本構想及び基本計画素案を策定したいと考えている。 

・パブリックコメントでいただいた意見を踏まえ、計画最終案について検討し、

令和５年１１月に審議会から答申をいただきたい。 

・また、基本構想については、松伏町基本構想策定条例 第３条の規定に基づき、

議会の議決を経なければならないことから、令和５年１２月議会へ上程する。 

・以上のようなスケジュールで進めていく予定である。 

会長 ・事務局より説明があったが、意見・質問はあるか。 

全委員 ・質問なし 

その他 

事務局 ・新たに総合振興計画及び総合戦略を策定するにあたり、現在、アンケート調査

を実施している。 

・まず、町の住みやすさや施策の満足度等について意見を伺うための町民意識調

査について、町民１，５００名を対象とし、昨日時点の速報値ではあるが、５

０３名から回答をいただいている。有効回収率は３３．５％、今回は郵送配布・

郵送回収のみでなく、スマートフォン等を利用してインターネットで回答でき

る仕組みを導入している。インターネット経由の回答は４割弱となっており、

回収率向上に一定の効果があったと考えている。 

・また、新たな総合戦略を策定するために、転入者・転出者を対象としたアンケ

ートも実施している。転入者アンケートは、松伏町への転入のきっかけや転入

を決めた理由を伺うもので、有効回収率は２８．４％となっている。転出者ア

ンケートについても有効回収率は２８％程度となっている。 

・転出者アンケートに関しては、現在、窓口に転出届を出しに来られる方に対し

ても来年６月までアンケート調査を実施している。 

・今回の新たな取り組みとして、中学生・高校生を対象としたアンケートも実施

しており、将来希望する仕事や住み続けたいまちについて聞いている。有効回

収率は８３．７％となっている。 

・加えて、子育て世帯の方にもアンケートを実施しており、まちの住みやすさや

住み続けたいまちについて聞いている。有効回収率は約５７％となっている。 

・アンケートとは別に、高校生を対象としたワークショップについても７月下旬

と８月上旬に開催した。１０名程度の参加があり、２班に分かれて「ずっと住

み続けたいまちとは」をテーマに話し合ってもらい、最終日には町長へのプレ

ゼンも行った。 

閉会 

 


